
　抜歯の基準は当該歯牙の生物学的な条件のみなら

ず、個々の症例における患者の期待値、全身

的要素、性格的要素、補綴計画上の要件、

経済性等を含めて考えられるべきで

あり、その基準はすべての症例

毎に異なることは言うまでも

ない。本書では、前半で歯

内療法専門医の考える一歯

単位の生物学的要件と患

者利益を考慮にいれた抜

歯基準を考察し、後半で

は歯内療法学的に、また

は、その他の要因も含め

て保存が困難であったが、

総合的に患者の利益を優先

し、治療介入した症例を提示

している。

　示されている症例や内容は多面

的な考察の上に意思決定がされてお

り、患者利益を考えるすべての歯科医師

にとって有益な情報源となれば幸いである。
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Decision Making of the Compromised Teeth　―患者利益から見る抜歯基準と治療介入―

Ⅰ歯内療法専門医が考える抜歯の基準
01　臨床における主な抜歯要因

02　抜歯基準の生物学的要因

03　意思決定を助ける難易度の分類

04　歯内治療専門医の行うカウンセリングの実際

05　医療者側のバイアスについて

Ⅱ保存的治療を選択した症例
歯牙破折
CASE 01　骨縁下まで歯冠破折を生じた歯に対しての根管治療

CASE 02　高位での歯根端切除術

吸収
CASE 03　歯質と支持歯槽骨の少ない根尖性歯周炎・外部吸収の再外科症例

CASE 04　外部吸収、穿孔症例

CASE 05　歯根外部吸収を発症した上顎側切歯の症例

CASE 06　歯根の外部吸収に伴う穿孔、および内部吸収を起こした上顎第1 大臼歯の症例

穿孔
CASE 07　根尖部穿孔による根尖性歯周炎への対応

CASE 08　歯根破折あるいは穿孔を疑う歯質過少を伴った前歯部ケース

CASE 09　歯頸部に穿孔を認める下顎前歯部の再根管治療症例

CASE 10　歯根中央部唇側面に穿孔を認める上顎右側中切歯の再根管治療症例

CASE 11　髄床底分岐部付近の穿孔

CASE 12　複数のガッタパーチャポイントが穿孔部を突き出して充塡されていた症例

破折器具
CASE 13　根管から根尖孔外に到達する破折ファイル症例

CASE 14　根尖孔外に残存する破折ファイル症例

CASE 15　根尖孔外にて破折した器具の除去

石灰化
CASE 16　高度石灰化症例

エンドペリオ
CASE 17　複数の穿孔および分岐部病変をもつエンドペリオ症例

CASE 18　歯根吸収からの穿孔がエンドペリオ病変を引き起こした再根管治療

CASE 19　穿孔を伴う歯内歯周病変が非外科的歯内療法のみで治癒した症例

CASE 20　複数の歯根穿孔および分岐部病変をもつエンドペリオ症例

CASE 21　歯根吸収、エンドペリオ症例

CASE 22　根尖病変と交通する分岐部病変を有するエンドペリオ症例

CASE 23　根尖病変と交通しない分岐部病変を有するエンドペリオ症例

根未完成
CASE 24　成長期の患者の根尖性歯周炎の治療に対しての意思決定

CASE 25　根未完成小臼歯、歯根吸収と骨吸収に対応する治療計画

その他
CASE 26　すべての根管に大きな根尖病変を有する下顎大臼歯症例

CASE 27　根尖孔外異物に歯根端切除術を適応した症例

CASE 28　重度辺縁性歯周炎を伴う下顎前歯部の根尖性歯周炎

Penn Endo Study Club in Japan
ペンシルバニア大学歯内療法学科の臨床コンセプトとテクニックを広く
伝えることを主な活動とし、その結果、日本国内における
・歯内療法専門医レベルの臨床歯内療法学の知識と技術の普及
・歯内療法（根管治療を含む）の社会的認知度の向上
・歯内療法治療費の適正化
を目指すスタディクラブ。


